
これからの大学教育等の在り方について 〜教育再生実行会議第三次提言概要〜 （平成25年5月28日）

グローバル化に対応した教育環境づくりを進める
・大学の教育・研究機能を質・量ともに充実！
・平成29年までの5年間を「大学改革実行集中期間」に！

外

グ ル化に対応した教育環境 くりを進める
❶徹底した国際化を断⾏し、世界に伍して競う⼤学の教育環境をつくる。
→海外⼤学の教育ユニット誘致｡⽇本の⼤学の海外展開拡⼤｡国際化を断⾏するスー
パーグローバル⼤学(仮称)｡今後10年で世界⼤学ランキングトップ100に10校以
上ランクイン。地域社会のグローバル化を担う⼤学など

❷意欲と能⼒のある全ての学⽣の留学実現に向け、⽇本⼈留学⽣を12万⼈に倍増し、

平成29年までの5年間を「大学改革実行集中期間」に！

外 社会を牽引するイノベーション創出の
ための教育・研究環境づくりを進める
○ 国は、10〜20年後を⾒据えた「理⼯系⼈材育成戦略」(仮称)策定。

❷意欲 能⼒ る 学 留学実現 向け、⽇本⼈留学 万⼈ 倍増 、
外国⼈留学⽣を30万⼈に増やす。
→⼤学⼊試等におけるＴＯＥＦＬ等の活⽤。企業等との協⼒による留学⽀援の新た
な仕組みの創設。ギャップタームにおける留学促進など

❸初等中等教育段階からグローバル化に対応した教育を充実する。
→⼩学校英語の抜本的拡充(早期化､時間増､教科化､専任教員等)の検討。少⼈数教育。
ス パ グロ バルハイスク ル(仮称) 国際バカロレア認定校の増(200校に)

内

国 年後 ⾒据 系 材育成戦略」(仮称)策定
国・地⽅において、「産学官円卓会議」(仮称)設置。

○ ⼤学発ベンチャー⽀援ファンド等への国⽴⼤学による出資を可能に。
○ 体系的な博⼠課程教育の構築など⼤学院教育の充実｡
○ 初等中等段階の理数教育強化（専科指導、少⼈数教育、SSH等）｡

スーパーグローバルハイスクール(仮称)。国際バカロレア認定校の増(200校に)。
❹⽇本⼈としてのアイデンティティを⾼め、⽇本⽂化を世界に発信する。
→国語教育、我が国の伝統・⽂化についての理解を深める取組の充実。

❺特区制度の活⽤などによりグローバル化に的確に対応する。

内学生を鍛え上げ社会に送り出す
教育機能を強化する

大学等における社会人の学び直し機能を強化する

○ 社会⼈基礎⼒、基礎的・汎⽤的能⼒等の社会⼈として必要な
能⼒の育成のため、能動的な活動を取り⼊れた授業や学習法

◯ ⼤学・専⾨学校等は、職業上必要な⾼度な知識や、新たな成⻑産業に対応し
たキャリア転換に必要な知識の習得など、オーダーメイド型の教育プログラ能⼒の育成のため、能動的な活動を取り⼊れた授業や学習法

など教育⽅法を質的転換。学修時間の増加、組織的教育の確
⽴など教学マネジメントを改善し厳格な成績評価を⾏う。

○ ⼤学・専⾨学校等は、地域の⼈材育成ニーズに応えた実践的
な教育プログラムを提供し、国が⽀援。

たキャリア転換に必要な知識の習得など、オ ダ メイド型の教育プログラ
ムを開発・実施。

○ 国は、⼤学・専⾨学校等で学び直しをする者や社会⼈受講者の数の５年間で
の倍増（12万⼈→24万⼈）を⽬指し、社会⼈への⽀援措置、事業主への経
費助成を⾏う。

基盤
大学のガバナンス改革、財政基盤の確立により経営基盤を強化する
◯ 国⽴⼤学全体の改⾰⼯程を策定。年俸制の本格導⼊などの⼈事給与システムの⾒直し、運営費交付⾦の戦略的・重点的配分など。
○ 学⻑・⼤学本部の独⾃予算の確保など、学⻑がリーダーシップをとれる体制整備。教授会の役割の明確化など法令改正も含めたガバナンス改⾰。

基盤

○ ⼤学の財政基盤の確⽴、基盤的経費のメリハリある配分。国の公募型資⾦への間接経費措置。⺠間資⾦調達のための税制検討。
○ 私⽴⼤学における建学の精神に基づく質の⾼い教育、全学的教育改⾰を重点⽀援。教育の質保証の総合的仕組みの構築。
○ 学⻑、知事、産業界の代表等で構成する総理主催の「⼤学将来構想サミット」(仮称)を開催。


